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本
文 

 

本
論
文
に
つ
い
て
、
次
の
二
点
の
理
由
に
つ
き
全
文
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

（
一
）
本
論
文
第
二
部
第
二
章
六
六
頁
に
掲
載
し
た
次
の
各
資
料
の
図
版
写
真
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
表
に
対
す
る
原
蔵
者
・
著
作
権
者
か
ら
の
許
諾
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
金
台
寺
本 

『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
専
称
寺
本 

『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
真
光
寺
本 

『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
金
蓮
寺
本 

『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
清
浄
光
寺
甲
本 

『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
清
浄
光
寺
乙
本 

 

（
二
）
本
論
文
の
全
部
は
、
学
位
授
与
日
か
ら
五
年
以
内
に
単
行
本
等
の
形
で
出
版
の
予
定
で
す
。 

  
 



参
考
文
献
一
覧 

 

各
章
で
引
用
し
た
参
考
文
献
を
左
に
掲
載
順
に
挙
げ
る
。 

 

序
章 

小
川
剛
生
『
中
世
和
歌
史
の
研
究―

撰
歌
と
歌
人
社
会―

』
第
五
章
「
為
右
の
最
期―

二
条
家
の
断
絶
と

冷
泉
家
の
逼
塞
」（
塙
書
房
、
平
二
九
） 

梅
津
次
郎
『
絵
巻
物
叢
考
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
四
三
。
初
出
昭
三
五
） 

梅
津
次
郎
「
絵
と
絵
詞
」（『
文
学
』
四
二
、
昭
四
九
・
三
） 

梅
津
次
郎
監
修
『
角
川
絵
巻
物
総
覧
』（
角
川
書
店
、
平
七
） 

徳
田
和
夫
『
絵
語
り
と
物
語
り
』
第
四
章
「
絵
巻
の
物
語
学
」（
平
凡
社
、
平
二
） 

大
村
拓
生
『
中
世
京
都
首
都
論
』
第
二
部
第
一
章
（
吉
川
弘
文
館
、
平
一
八
。
初
出
平
一
二
ほ
か
） 

美
川
圭
『
院
政
』
第
四
章
（
中
公
新
書
、
平
一
八
） 

田
島
公
「
中
世
天
皇
家
の
文
庫
・
宝
蔵
の
変
遷―

蔵
書
目
録
の
紹
介
と
収
蔵
品
の
行
方―

」
同
『
禁
裏
・

公
家
文
庫
研
究 

第
二
輯
』（
思
文
閣
、
平
一
八
） 

 

第
一
部 

絵
巻
『慕
帰
絵
』の
和
歌 

第
一
章 

『慕
帰
絵
』の
制
作
意
図─

─

和
歌
と
絵
の
役
割
に
つ
い
て─

―
 

中
沢
見
明
『
史
上
の
親
鸞
』（
文
献
書
院
、
大
一
一
） 

千
葉
乗
隆
「
覚
如―

『
慕
帰
絵
』
と
そ
の
作
者―

」
（
『
千
葉
乗
隆
著
作
集
第
一
巻 

親
鸞
・
覚
如
・
蓮
如
』

法
蔵
館
、
平
一
三
、
初
出
昭
五
五
） 

籠
谷
眞
知
子
「『
慕
帰
絵
』
に
み
る
文
芸
と
習
俗
」（『
真
宗
文
化
史
の
研
究―

本
願
寺
の
芸
能
論
考―
』
京

都
女
子
大
学
、
平
七
、
初
出
昭
六
〇
） 

佐
々
木
孝
浩
「
家
集
と
し
て
の
『
慕
帰
絵
詞
』―

巻
五
第
三
段
の
歌
会
場
面
存
在
の
意
味
に
つ
い
て―

」（
石

川
透
編
『
中
世
の
物
語
と
絵
画
』〈
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
９
〉
竹
林
舎
、
平
二
五
） 

本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
第
一
巻
』（
本
願
寺
出
版
社
、
平
二
二
） 

重
松
明
久
『
人
物
叢
書
新
装
版 

覚
如
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
六
二
新
版
） 

東
京
国
立
博
物
館
編
『
西
本
願
寺
展―

御
影
堂
平
成
大
修
復
事
業
記
念―

』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
、
平
一
五
） 

仰
誓
撰
『
校
補
真
宗
法
要
典
拠
』（
安
政
三
年
刊
） 

真
宗
史
料
刊
行
会
編
『
絵
巻
と
絵
詞
』〈
大
系
真
宗
史
料
特
別
巻
〉（
法
蔵
館
、
平
一
九
） 

宮
崎
円
遵
「
最
須
敬
重
絵
詞
と
そ
の
指
図
書
」（『
善
信
聖
人
絵 

慕
帰
絵
』〈
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
２
０
〉

角
川
書
店
、
昭
五
三
） 

妻
木
直
良
編
『
真
宗
全
書 

第
６
８
巻
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
五
一
） 

 

第
二
章 

『慕
帰
絵
』の
和
歌─

─

慈
円
詠
と
の
出
会
い─

─
 



籠
谷
眞
知
子
「
『
慕
帰
絵
』
に
み
る
文
芸
と
習
俗
」
（
『
真
宗
文
化
史
の
研
究―

本
願
寺
の
芸
能
論
考―

』

京
都
女
子
大
学
、
平
七
、
初
出
昭
六
〇
） 

岡
﨑
真
紀
子
「
覚
如
の
歌
、
円
空
の
歌
」（
阿
部
泰
郎
・
錦
仁
編
『
聖
な
る
声―

和
歌
に
ひ
そ
む
力
』
三
弥

井
書
店
、
平
二
三
） 

山
田
雅
教
「
初
期
本
願
寺
に
お
け
る
公
家
と
の
交
流
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
三
八―

二
、
平
七
・
一
二
） 

佐
々
木
孝
浩
「
家
集
と
し
て
の
『
慕
帰
絵
詞
』―

巻
五
第
三
段
の
歌
会
場
面
存
在
の
意
味
に
つ
い
て―

」（
石

川
透
編
『
中
世
の
物
語
と
絵
画
』〈
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
９
〉
竹
林
舎
、
平
二
五
） 

松
原
茂
「
慕
帰
絵
と
筆
者
た
ち
」（
東
京
国
立
博
物
館
編
『
西
本
願
寺
展―

御
影
堂
平
成
大
修
復
事
業
記
念

―

』
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
平
一
五
） 

「
本
願
寺
法
宝
物 

修
理
報
告
書
」（
宗
教
法
人
本
願
寺
、
平
二
七
） 

中
沢
見
明
『
史
上
の
親
鸞
』（
文
献
書
院
、
大
一
一
） 

源
豊
宗
「
慕
帰
絵
雑
考
」（
初
出
昭
五
三
、『
源
豊
宗
著
作
集 

日
本
美
術
史
究
論
５ 

室
町
』
思
文
閣
出
版
、

昭
五
四
） 

千
葉
乗
隆
「
覚
如―

『
慕
帰
絵
』
と
そ
の
作
者
」（『
千
葉
乗
隆
著
作
集
１ 

親
鸞
・
覚
如
・
蓮
如
』
法
蔵
館
、

平
成
一
三
、
初
出
昭
五
五
） 

山
田
雅
教
「
初
期
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
顕
密
諸
宗
と
の
交
流―

覚
如
と
存
覚
の
修
学
を
基
に
し
て―

」

（『
佛
教
史
研
究
』
二
七
、
平
二
・
三
） 

多
賀
宗
隼
『
校
本
拾
玉
集
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
四
六
） 

石
川
一
『
慈
円
和
歌
論
考
』（
笠
間
書
院
、
平
一
〇
） 

山
本
一
『
慈
円
の
和
歌
と
思
想
』（
和
泉
書
院
、
平
一
一
） 

石
川
一
・
山
本
一
『
拾
玉
集
（
下
）』〈
和
歌
文
学
大
系
５
９
〉
解
題
（
明
治
書
院
、
平
二
三
） 

石
川
一
『
拾
玉
集
本
文
整
定
稿
』（
勉
誠
出
版
、
平
一
七
） 

山
田
昭
全
『
講
会
の
文
学
』〈
山
田
昭
全
著
作
集
１
〉
第
二
章
（
お
う
ふ
う
、
平
二
四
、
初
出
昭
三
一
・
三
） 

 

第
三
章 

文
明
年
間
の
『慕
帰
絵
』補
作
に
つ
い
て 

青
木
龍
丸
「
覚
如
上
人
の
歌
」（『
龍
谷
教
学
』
二
、
昭
四
二
・
六
） 

佐
々
木
孝
浩
「
家
集
と
し
て
の
『
慕
帰
絵
詞
』―

巻
五
第
三
段
の
歌
会
場
面
存
在
の
意
味
に
つ
い
て―

」（
石

川
透
編
『
中
世
の
物
語
と
絵
画
』〈
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
９
〉
竹
林
舎
・
平
二
五
） 

 

第
二
部 

和
歌
と
絵
巻
・絵
画
の
相
関 

第
一
章 

『拾
遺
古
徳
伝
絵
』の
和
歌―

真
宗
絵
巻
に
お
け
る
法
然
の
日
吉
社
頭
詠―

 
 

 

小
山
正
文
「『
拾
遺
古
徳
伝
絵
』
の
成
立
と
展
開
」（『
親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』
法
蔵
館
、
平
一
二
。
初
出
昭
六

三
） 

小
山
正
文
「
弘
願
本
『
法
然
聖
人
絵
』」
（『
親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』
法
蔵
館
、
平
一
二
。
初
出
昭
六
三
） 

真
宗
史
料
刊
行
会
編
『
大
系
真
宗
史
料
特
別
巻 

絵
巻
と
絵
詞
』（
法
蔵
館
、
平
一
八
）
解
題 

東
京
国
立
博
物
館
編
『
法
然
上
人
八
百
回
忌
・
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
忌
特
別
展 

法
然
と
親
鸞 

ゆ
か
り



の
名
宝
』（
平
二
三
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ズ
） 

法
然
上
人
絵
伝
刊
行
会
編
『
堂
本
家
所
蔵 

限
定
復
刻
版 

重
文 

法
然
上
人
絵
伝
（
弘
願
本
全
三
巻
）』（
大

法
輪
閣
、
昭
六
〇
） 

中
井
真
孝
『
法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
平
二
五
） 

小
山
正
文
「
弘
願
本
『
法
然
聖
人
絵
』」
（『
親
鸞
と
真
宗
絵
伝
』
法
蔵
館
、
平
一
二
、
初
出
昭
六
三
） 

井
川
定
慶
『
法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』（
法
然
上
人
伝
全
集
刊
行
会
、
昭
三
六
） 

黒
田
俊
雄
『
神
国
思
想
と
専
修
念
仏
』〈
黒
田
俊
雄
著
作
集
４
〉（
法
蔵
館
、
平
七
） 

鎌
田
茂
雄
・
田
中
久
夫
校
注
『
鎌
倉
旧
仏
教
』〈
日
本
思
想
大
系
１
５
〉（
岩
波
書
店
、
昭
四
六
） 

真
宗
史
料
刊
行
会
編
『
親
鸞
と
吉
水
教
団
』〈
大
系
真
宗
史
料 

文
書
記
録
編
１
〉（
法
蔵
館
、
平
二
七
） 

京
都
国
立
博
物
館
編
『
法
然
上
人
八
百
回
忌
特
別
展
覧
会 

法
然 

生
涯
と
美
術
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ほ
か
、
平
二

三
） 

小
島
惠
昭
「
神
祇
不
拝
と
汚
穢
不
浄
」（
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
誰
も
書
か
な
か
っ
た
親
鸞―

伝

絵
の
真
実
』
法
蔵
館
、
平
二
二
） 

大
隅
和
雄
校
注
『
中
世
神
道
論
』〈
日
本
思
想
大
系
１
９
〉（
岩
波
書
店
、
昭
五
二
） 

市
川
浩
史
「
権
社
と
実
社―

存
覚
の
神
祇
」（『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
三
一
、
平
二
二
・
二
） 

塩
谷
菊
美
『
語
ら
れ
た
親
鸞
』（
法
蔵
館
、
平
二
三
） 

宮
崎
円
遵
「
諸
神
本
懐
集
の
底
本
の
問
題
」（
同
『
真
宗
書
誌
学
の
研
究
』
永
田
文
昌
堂
、
昭
六
三
、
初
出

昭
一
八
） 

浅
井
了
宗
「
浄
土
教
に
於
け
る
神
仏
交
渉
発
達
論―

広
疑
瑞
決
集
と
諸
神
本
懐
集
に
就
て―

」（『
宗
学
院
論

輯
』
三
六
、
昭
五
一
・
三
） 

ニ
ー
ル
ス
・
グ
ュ
ル
ベ
ル
ク
『
貞
慶
の
春
日
信
仰
に
お
け
る
「
春
日
御
本
地
尺
」
の
位
置-

-

金
沢
文
庫 

所

蔵
貞
慶
関
係
資
料
研
究
覚
書-

１-

』（『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
九
五
、
平
七
・
九
） 

近
本
謙
介
「『
春
日
権
現
験
記
絵
』
成
立
と
解
脱
房
貞
慶
」（『
中
世
文
学
』
四
三
、
平
一
〇
・
五
） 

近
本
謙
介
「『
春
日
権
現
験
記
絵
』
と
貞
慶―

『
春
日
権
現
験
記
絵
』
所
収
貞
慶
話
の
注
釈
的
考
察―

」（
神

戸
説
話
研
究
会
編
『
春
日
権
現
験
記
絵
注
解
』
和
泉
書
院
、
平
一
七
） 

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
解
脱
上
人
貞
慶 

鎌
倉
仏
教
の
本
流 

御
遠
忌
８
０
０
年
記
念
特
別
展
』（
奈
良
国
立

博
物
館
ほ
か
、
平
二
四
） 

小
松
茂
美
「『
山
王
霊
験
記
』
の
盛
行
」（
同
編
『
山
王
霊
験
記 

地
蔵
菩
薩
霊
験
記
』〈
続
日
本
絵
巻
大
成

１
２
〉
中
央
公
論
社
、
昭
五
九
） 

龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
存
覚
上
人
一
期
記 

存
覚
上
人
袖
日
記
』〈
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
３
〉（
同

朋
舎
出
版
、
昭
五
七
） 

宮
崎
円
遵
「
付
載 

親
鸞
と
和
歌
」（『
宮
崎
円
遵
著
作
集
６
』
思
文
閣
出
版
、
昭
六
三
、
初
出
昭
三
八
） 

土
井
順
一
『
佛
教
と
芸
能 

親
鸞
聖
人
伝
・
妙
好
人
伝
・
文
楽
』
第
一
編
「
古
伝 

親
鸞
の
和
歌
」（
永
田
文

昌
堂
、
平
一
五
） 

籠
谷
眞
知
子
「『
慕
帰
絵
』
に
み
る
文
芸
と
習
俗
」（『
真
宗
文
化
史
の
研
究―

本
願
寺
の
芸
能
論
考―

』
京

都
女
子
大
学
、
平
七
、
初
出
昭
六
〇
） 



 

第
二
章 
『遊
行
上
人
縁
起
絵
』の
和
歌―

白
河
関
の
一
遍
詠―

 
 

 
 

 

宮
次
男
「
遊
行
上
人
縁
起
絵
の
成
立
と
諸
本
を
め
ぐ
っ
て
」（
宮
次
男
・
角
川
源
義
編
『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』

〈
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
２
６
〉
角
川
書
店
、
昭
五
四
） 

谷
口
耕
生
「
総
論 

光
明
寺
本
遊
行
上
人
絵
に
関
す
る
覚
書
」（『
特
別
展 

重
要
文
化
財 

光
明
寺
本 

遊

行
上
人
絵
』
最
上
義
光
歴
史
館
、
平
二
五
） 

森
田
昭
二
「
心
の
奥
の
終
し
な
け
れ
ば
」（『
白
珠
』
四
二
巻
一
号
、
昭
六
二
・
一
） 

長
島
尚
道
「
一
遍
の
和
歌
に
関
す
る
一
考
察―

一
遍
神
格
説
を
中
心
に
ー
」（『
時
宗
教
学
年
報
』
一
七
、
平

元
・
三
） 

田
野
慎
二
「
和
歌
を
柱
に
書
き
つ
け
る
と
き―
「
題
壁
詩
」
の
影
響
と
柱
信
仰
と
に
注
目
し
て
」（『
人
間
研

究
論
輯
』
一
、
平
一
三
・
一
二
） 

砂
川
博
『
中
世
遊
行
聖
の
図
像
学
』
第
五
章
（
岩
田
書
院
、
平
一
一
、
初
出
平
七
） 

岡
見
正
雄
「
説
話
・
物
語
上
の
西
行
に
つ
い
て―

一
つ
の
解
釈―
」（『
室
町
文
学
の
世
界 

面
白
の
花
の
都

や
』（
岩
波
書
店
、
平
八
、
初
出
昭
三
三
） 

柏
崎
光
政
「
一
遍
知
真
の
詠
歌
の
特
質―

主
に
西
行
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て―

」（『
明
治
大
学
日
本
文
学
』

七
、
昭
五
一
・
一
〇
） 

栗
田
勇
「
西
行
か
ら
一
遍
へ
」（『
波
』
一
六
巻
四
号
、
昭
五
七
・
四
） 

山
口
眞
琴
『
西
行
説
話
文
学
論
』
第
二
部
三
章
「『
西
行
物
語
』
の
構
造
的
再
編
と
時
衆
」（
笠
間
書
院
、
平

二
一
、
初
出
平
四
） 

小
井
川
理
「
遊
行
の
旅
路
へ
の
憧
憬
」（
遊
行
寺
宝
物
館
・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
神
奈
川
県
立
金
沢

文
庫
編
『
国
宝 

一
遍
聖
繪
』
遊
行
寺
宝
物
館
、
平
二
七
） 

伊
藤
嘉
夫
「『
西
行
物
語
』
の
た
ね

・

・

と
し
く
み

・

・

・

」（『
跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
』
一
二
、
昭
九
・
三
） 

三
角
洋
一
「『
西
行
物
語
』―

絵
巻
と
の
関
わ
り
で
」（『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
〇
巻
四
号
、
昭

六
〇
・
四
） 

木
下
華
子
「『
西
行
物
語
』
構
想
の
方
法―

名
所
歌
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
語
と
國
文
學
』
九
五
巻

一
一
号
、
平
三
〇
・
一
一
） 

阿
部
泰
郎
「
〝
旅
す
る
詩
人
〟
と
し
て
の
西
行 

EAJS

リ
ス
ボ
ン
大
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
記
録
」（『
西
行
学
』

九
、
平
三
〇
・
一
〇
） 

若
林
晴
子
「
絵
巻
物
の
な
か
の
一
遍―

『
一
遍
聖
絵
』
に
見
る
一
遍
の
遊
行―

」（
今
井
雅
晴
編
『
遊
行
の

捨
聖 

一
遍
』
吉
川
弘
文
館
、
平
一
六
） 

 

第
三
章 

『道
成
寺
縁
起
』の
和
歌 

 
 

 
 

 

森
正
人
「
科
白
と
絵
解
と
物
語―

『
道
成
寺
縁
起
絵
巻
』
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
文
学
』
五
二
巻
四
号
、
昭
五

九
・
四
） 



小
松
茂
美
編
『
桑
実
寺
縁
起 

道
成
寺
縁
起
』〈
続
日
本
の
絵
巻
２
４
〉（
中
央
公
論
社
、
平
四
） 

特
別
展
図
録
『
道
成
寺
と
日
高
川―

道
成
寺
縁
起
と
流
域
の
宗
教
文
化―

』（
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
平
二

九
）
解
説
（
大
河
内
智
之
氏
筆
） 

井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
校
注
『
往
生
伝 

法
華
験
記
』〈
日
本
思
想
大
系
７
〉（
岩
波
書
店
、
昭
四
九
） 

山
田
孝
雄
他
校
注
『
今
昔
物
語
集 

三
』〈
日
本
古
典
文
学
大
系
２
４
〉（
岩
波
書
店
、
昭
三
六
） 

大
嶋
建
彦
校
注
訳
『
御
伽
草
子
集
』〈
日
本
古
典
文
学
全
集
３
６
〉（
小
学
館
、
昭
五
二
） 

鈴
木
一
雄
「
源
氏
物
語
の
和
歌―
贈
答
歌
に
お
け
る
一
問
題―

」（
『
王
朝
女
流
日
記
論
考
』
至
文
堂
、
平
五
、

初
出
昭
四
三
） 

高
木
和
子
『
女
か
ら
詠
む
和
歌 

源
氏
物
語
の
贈
答
歌
』
第
三
章
「
女
か
ら
歌
を
詠
む
の
は
異
例
か―

和
泉

式
部
日
記
の
贈
答
歌―

」（
青
簡
舎
、
平
二
〇
、
初
出
平
一
六
） 

 

第
四
章 

世
阿
弥
の
佐
渡
配
流
と
『金
島
書
』 

 
 

 
 

竹
本
幹
夫
「
世
阿
弥
の
生
涯 

足
利
義
教
時
代
」（『
別
冊
太
陽 

世
阿
弥
』
平
凡
社
、
平
二
二
） 

今
谷
明
「
世
阿
弥
佐
渡
配
流
の
背
景
に
つ
い
て
」（『
室
町
時
代
政
治
史
論
』
塙
書
房
、
平
一
二
。
初
出
平
一

〇
） 

黒
田
正
男
『
世
阿
弥
能
楽
論
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
昭
五
四
） 

吉
田
東
伍
校
注
『
能
楽
古
典
世
阿
弥
十
六
部
集
』（
能
楽
会
、
明
四
二
） 

村
井
康
彦
「
佐
渡
の
世
阿
弥―

『
金
島
書
』
の
一
考
察―

」（『
芸
能
史
研
究
』
一
〇
、
昭
四
〇
・
七
） 

表
章
「
世
阿
弥
と
禅
竹
の
伝
書
」（『
世
阿
弥 

禅
竹
』〈
日
本
思
想
大
系
２
４
〉
岩
波
書
店
、
昭
四
九
） 

佐
藤
和
道
編
「
世
阿
弥
発
見
一
〇
〇
年―

吉
田
東
伍
と
能
楽
研
究
の
歩
み―

」（
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記

念
演
劇
博
物
館
二
〇
〇
九
年
図
録
） 

市
古
貞
次
編
『
高
野
本
平
家
物
語 

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
』（
笠
間
書
院
、
昭
四
八
・
昭
四
九
） 

櫻
井
陽
子
「
世
阿
弥
の
時
代
の
平
家
物
語
」（『
中
世
文
学
』
六
〇
、
平
二
七
・
六
） 

大
津
雄
一
ほ
か
編
『
平
家
物
語
大
事
典
』（
東
京
書
籍
、
平
二
二
） 

石
井
倫
子
「
世
阿
弥―

都
か
ら
佐
渡
へ
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
一
六
年
一
一
月
号
） 

小
山
弘
志
・
佐
藤
喜
久
雄
・
佐
藤
健
一
郎
校
注
訳
『
謡
曲
集 

二
』〈
日
本
古
典
文
学
全
集
３
４
〉（
小
学
館
、

昭
五
〇
） 

伊
藤
正
義
校
注
『
謡
曲
集 

中
』〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉（
新
潮
社
、
昭
六
一
） 

小
山
弘
志
・
佐
藤
喜
久
雄
・
佐
藤
健
一
郎
校
注
訳
『
謡
曲
集 

一
』〈
日
本
古
典
文
学
全
集
３
３
〉（
小
学
館
、

昭
四
八
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
源
家
長
日
記
・
い
は
で
し
の
ぶ
・
撰
集
抄
』〈
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
４
３
〉
所
収

「
花
鳥
風
月
・
瀟
湘
八
景
和
歌
」
解
題
（
三
角
洋
一
氏
執
筆
） 

久
保
田
淳
『
訳
注 

藤
原
定
家
全
歌
集 

下
』（
河
出
書
房
新
社
、
昭
六
一
） 

堀
川
貴
司
『
瀟
湘
八
景 

詩
歌
と
絵
画
に
見
る
日
本
化
の
様
相
』（
臨
川
書
店
、
平
一
四
） 

根
津
美
術
館
・
徳
川
美
術
館
編
『
東
山
御
物―

「
雑
華
室
印
」
に
関
す
る
新
史
料
を
中
心
に
』（
根
津
美
術

館
、
昭
五
一
） 



堀
川
貴
司
『
五
山
文
学
研
究 

資
料
と
論
考
』
第
三
部
（
笠
間
書
院
、
平
二
三
） 

能
勢
朝
次
『
世
阿
弥
十
六
部
集
評
釈 

下
』（
岩
波
書
店
、
昭
一
九
。
増
補
昭
二
四
） 

佐
竹
昭
広
ほ
か
編
『
江
談
抄 

中
外
抄 

富
家
語
』〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
３
２
〉（
岩
波
書
店
、
平
九
） 

伊
藤
正
義
校
注
『
謡
曲
集 

下
』〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉（
新
潮
社
、
昭
六
三
） 

落
合
博
志
「
世
阿
弥
伝
書
考
証
二
題
（
一
）『
花
鏡
』
と
清
家
系
論
語
抄
（
二
）『
金
島
書
』
に
お
け
る
虚
構

の
問
題
」（『
能
研
究
と
評
論
』
一
七
、
平
一
・
一
二
） 

池
田
重
校
・
解
説
『
宗
砌
連
歌
論
集
』（
古
典
文
庫
、
昭
二
九
） 

横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
１
３ 

み
な
～
わ
か
』（
角
川
書
店
、
昭
六
〇
） 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
石
清
水
文
書
５
』〈
大
日
本
古
文
書 

家
わ
け
４
〉（
東
京
大
学
出
版
会
、
大
三
。

復
刻
昭
四
五
） 

新
潟
県
神
職
会
佐
渡
支
部
編
『
佐
渡
神
社
誌
』（
新
潟
県
神
職
会
佐
渡
支
部
、
大
正
一
五
） 

岩
佐
美
代
子
「
京
極
為
兼
の
和
歌
・
八
景
歌
考
」（『
改
訂
増
補
版 

京
極
派
和
歌
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
平

一
九
。
初
版
昭
六
二
） 

石
井
倫
子
「
世
阿
弥―

都
か
ら
佐
渡
へ
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
九
巻
一
一
号
、
平
一
六
・
一
一
） 

 

第
三
部 

和
歌
と
離
宮
・別
業
の
相
関 

第
一
章 

北
山
殿
に
お
け
る
詠
歌
史   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

久
保
田
淳
『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
』（
三
弥
井
書
店
、
昭
四
三
） 

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊 

仙
洞
御
移
徙
部
類
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
、
平
二
） 

石
澤
一
志
「
伏
見
院
と
永
福
門
院
の
贈
答
歌―

新
出
歌
の
紹
介―

」（『
国
文
鶴
見
』
三
四
、
平
一
一
・
一
二
） 

龍
粛
『
鎌
倉
時
代
（
抄
録
版
）』（
文
藝
春
秋
、
平
二
六
。
初
版
三
二
） 

小
川
剛
生
「『
後
光
明
照
院
関
白
記
（
道
平
公
記
）』
解
題
・
翻
刻
・
人
名
索
引
」（『
調
査
研
究
報
告
』
二
二
、

平
一
三
・
一
一
） 

森
茂
暁
『
増
補
改
訂 

南
北
朝
期
公
武
関
係
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
平
二
〇
。
初
版
昭
五
九
） 

岩
佐
美
代
子
『
改
訂
新
装
版 

京
極
派
歌
人
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
平
一
九
。
初
版
昭
四
九
） 

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編
『
中
世
百
首
歌
・
七
夕
御
会
和
歌
懐
紙
』〈
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
３
４
〉（
朝
日
新
聞

社
、
平
八
） 

 

第
二
章 

鳥
羽
殿
に
お
け
る
詠
歌
史 

 

付
・年
表 

蘆
田
伊
人
編
纂
『
御
料
地
史
稿
』（
帝
室
林
野
局
、
昭
一
二
） 

鈴
木
久
男
「
鳥
羽
離
宮
庭
園
か
ら
見
た
鳥
羽
上
皇
の
浄
土
観
」（
白
幡
洋
三
郎
編
『「
作
庭
記
」
と
日
本
の
庭

園
』
思
文
閣
出
版
、
平
二
六
） 

豊
田
裕
章
「
復
元
・
水
無
瀬
離
宮 

後
鳥
羽
上
皇
の
庭
園
都
市
」（
錦
仁
ほ
か
編
『
都
市
歴
史
総
覧
』、
笠
間

書
院
、
平
二
三
） 

千
本
英
史
「
水
閣
の
眺
望―

鳥
羽
離
宮
を
め
ぐ
っ
て―

」（
後
藤
祥
子
編
『
文
学
空
間
と
し
て
の
平
安
京
』

勉
誠
出
版
、
平
六
） 



佐
藤
恒
雄
『
藤
原
為
家
研
究
』（
笠
間
書
院
、
平
二
〇
） 

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊 

仙
洞
御
移
徙
部
類
記
』（
明
治
書
院
、
平
二
） 

網
野
善
彦
「
西
園
寺
家
と
そ
の
所
領
」（『
網
野
善
彦
著
作
集
３
』
岩
波
書
店
、
平
二
〇
、
初
出
平
四
） 

岩
佐
美
代
子
『
あ
め
つ
ち
の
心
』（
笠
間
書
院
、
昭
五
四
） 

岩
佐
美
代
子
「
伏
見
院
の
春
の
歌―

正
安
の
政
変
を
め
ぐ
っ
て
ー
」（（『
改
訂
増
補
版 

京
極
派
和
歌
の
研

究
』
笠
間
書
院
、
平
一
九
。
初
出
昭
四
八
・
四
） 

 

第
三
章 

亀
山
殿
に
お
け
る
詠
歌
史 

 
 

 
 

 

大
村
拓
生
「
嵯
峨
と
大
堰
川
交
通
」『
中
世
京
都
首
都
論
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
一
八
） 

山
田
邦
和
『
日
本
中
世
の
首
都
と
王
権
都
市―
京
都
・
嵯
峨
・
福
原―

』〈
平
安
京
・
京
都
研
究
叢
書
２
〉

（
文
理
閣
、
平
二
四
） 

原
田
正
俊
「
中
世
の
嵯
峨
と
天
龍
寺
」（
浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
・
本
願
寺
史
料
研
究
所
編
『
講
座 

蓮
如 

第

四
巻
』
平
凡
社
、
平
九
） 

川
上
貢
「
亀
山
殿
の
考
察
」『
日
本
中
世
住
宅
の
研
究
〔
新
訂
〕』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
平
一
四
） 

今
井
明
「
後
嵯
峨
院
の
志
向―

そ
の
大
井
河
行
幸
再
興
発
想
歌
を
中
心
に―

」（『
中
古
文
学
論
攷
』
二
、
昭

五
六
・
一
一
） 

黄
一
丁
「
亀
の
和
歌
に
見
ら
れ
る
「
蓬
莱
仙
境
」・「
盲
亀
浮
木
」
な
ど
の
故
事
に
つ
い
て
」（
森
田
貴
之
ら

編
『
日
本
人
と
中
国
故
事 

変
奏
す
る
知
の
世
界
』〈
ア
ジ
ア
遊
学
２
２
３
〉
勉
誠
出
版
、
平
三
〇
・
九
） 

佐
藤
恒
雄
編
『
藤
原
為
家
全
歌
集
』（
風
間
書
房
、
平
一
四
） 

角
田
文
衛
「
新
発
見 

藤
原
定
家
の
小
倉
山
荘
」（『
国
文
学
』
二
七
巻
一
二
号
、
昭
五
七
・
九
） 

西
尾
光
一
・
小
林
保
治
校
注
『
古
今
著
聞
集 

上
』〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉（
新
潮
社
、
昭
五
八
） 

弓
削
繁
校
注
『
六
代
勝
事
記
・
五
代
帝
王
物
語
』〈
中
世
の
文
学
第
１
期
２
６
〉（
三
弥
井
書
店
、
平
一
二
） 

井
上
宗
雄
校
注
訳
『
増
鏡
（
中
）』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
昭
五
八
） 

佐
竹
昭
広
・
久
保
田
淳
校
注
『
方
丈
記 

徒
然
草
』〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
３
９
〉（
岩
波
書
店
、
平
元
） 

野
間
光
辰
編
『
山
城
名
勝
志
』
乾
〈
新
修
京
都
叢
書
１
３
〉（
臨
川
書
店
、
昭
四
三
） 

三
好
千
春
「
遊
義
門
院
姈
子
内
親
王
の
立
后
意
義
と
そ
の
社
会
的
役
割
」（『
日
本
史
研
究
』
五
四
一
、
平
一

九
・
九
） 

小
川
剛
生
『
拾
遺
現
藻
和
歌
集 

本
文
と
研
究
』（
三
弥
井
書
店
、
平
一
七
） 

中
井
裕
子
「
世
良
親
王
遺
領
と
臨
川
寺
の
創
建
」
（
原
田
正
俊
編
『
天
龍
寺
文
書
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、

平
二
三
） 

和
歌
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』「
欣
子
内
親
王
」
項
（
丹
下
暖
子
氏
執
筆
担
当
）

（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
二
六
） 

本
中
眞
「
亀
山
殿
庭
園
に
お
け
る
眺
望
行
為
」（『
造
園
雑
誌
』
四
七
巻
五
号
、
昭
五
八
） 

安
田
徳
子
『
中
世
歌
人
研
究
』（
和
泉
書
院
、
平
一
〇
） 

久
保
木
秀
夫
「
伝
園
基
氏
筆
『
後
嵯
峨
院
御
集
』
断
簡
」（『
汲
古
』
六
八
、
平
二
七
・
一
二
） 

小
林
強
「
後
嵯
峨
院
の
詠
作
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
中
世
文
藝
論
稿
』
一
六
、
平
五
・
三
） 



蘆
田
伊
人
編
纂
『
御
料
地
史
稿
』（
帝
室
林
野
局
、
昭
一
二
） 

小
川
剛
生
「
二
条
良
基
と
蹴
鞠―

『
衣
か
づ
き
の
日
記
』
を
中
心
に―

」（『
室
町
時
代
研
究
』
一
、
平
一
四
・

一
二
） 

新
家
裕
子
「
小
倉
公
雄
年
譜
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
五
四
、
昭
六
〇
・
七
） 

石
井
倫
子
『
風
流
能
の
時
代 

金
春
禅
鳳
と
そ
の
周
辺
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
一
〇
） 

小
山
弘
志
ほ
か
校
注
訳
『
謡
曲
集 

一
』〈
日
本
古
典
文
学
全
集
３
３
〉（
小
学
館
、
昭
四
八
） 

 

第
四
章 

白
河
殿
に
お
け
る
詠
歌
史 

 
 

 
 

 

林
屋
辰
三
郎
『
古
典
文
化
の
創
造
』「
法
勝
寺
の
創
建
」（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
三
九
） 

弓
削
繁
校
注
『
六
代
勝
事
記
・
五
代
帝
王
物
語
』〈
中
世
の
文
学
第
１
期
２
６
〉（
三
弥
井
書
店
、
平
一
二
） 

井
上
満
郎
「
院
政
期
に
お
け
る
新
都
市
の
開
発―
白
河
と
鳥
羽
を
め
ぐ
っ
て―

」（
安
田
元
久
先
生
退
任
記

念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『
中
世
日
本
の
諸
相
』
吉
川
弘
文
館
、
平
元
） 

井
上
満
郎
「
王
朝
都
市
再
現 

京
白
河
に
四
五
万
間
」（『
平
家
物
語
①
』〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
４
５
〉

月
報
、
小
学
館
、
平
六
） 

粟
野
秀
穂
「
禅
林
寺
」（『
史
蹟
と
古
美
術
』
麟
祥
院
・
壽
聖
院
・
蟠
桃
院
号
、
昭
七
・
九
） 

外
山
英
策
『
室
町
時
代
庭
園
史
』「
夢
窓
国
師
と
庭
園
」（
昭
九
、
岩
波
書
店
） 

井
上
宗
雄
『
鎌
倉
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
第
五
章
一
「
白
河
殿
七
百
首
の
基
礎
的
考
察
」（
風
間
書
房
、
初

出
昭
五
八
） 

小
林
強
「
鎌
倉
中
期
主
要
散
佚
歌
合
・
歌
会
小
考
（
二
）」（『
中
世
文
藝
論
稿
』
一
四
、
平
三
・
三
） 

簗
瀬
一
雄
『
俊
恵
研
究
』〈
簗
瀬
一
雄
著
作
集
１
〉
第
二
章
「
歌
林
苑
の
研
究
」（
加
藤
中
道
館
、
昭
五
二
、

初
出
昭
一
九
） 

中
村
文
『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
第
十
五
章
「
歌
が
詠
み
出
さ
れ
る
場
所―

歌
林
苑
序
説―
」（
笠

間
書
院
、
平
一
七
。
初
出
平
六
） 

 

終
章 

阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権―

中
世
王
権
と
密
教
儀
礼
」（『
岩
波
講
座
東
洋
思
想
１
６ 

日
本
思
想
２
』
岩
波

書
店
、
平
元
） 

藤
原
重
雄
「（
コ
ラ
ム
）
蓮
華
王
院
宝
蔵
の
「
大
嘗
会
御
禊
行
幸
絵
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
編
『
絵
巻
マ
ニ

ア
列
伝
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
平
二
九
） 

竹
居
明
男
「
鳥
羽
宝
蔵
納
物
覚
書
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
二
二
、
平
一
・
一
〇
） 

高
橋
一
樹
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
王
権
の
宝
蔵
と
そ
の
歴
史
的
性
格―

蓮
華
王
院
宝
蔵
を
中
心
に―

」

（
小
野
正
敏
・
五
味
文
彦
・
萩
原
三
雄
編
『
中
世
人
の
た
か
ら
も
の
』〈
考
古
学
と
中
世
史
研
究
８
〉
高
志

書
院
、
平
二
三
） 

増
記
隆
介
「
正
倉
院
か
ら
蓮
華
王
院
宝
蔵
へ―

古
代
天
皇
を
め
ぐ
る
絵
画
世
界
」（
同
氏
他
編
『
古
代
国
家

と
仏
教
美
術 

奈
良
・
平
安
時
代
』〈
天
皇
の
美
術
史
１
〉
吉
川
弘
文
館
、
平
三
〇
） 

小
川
剛
生
「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
叙
位
儀
次
第
』（
管
見
記
第
五
軸
）
紙
背
文
書
に
つ
い
て
」
（『
禁
裏
・
公



家
文
庫
研
究 

第
二
輯
』
思
文
閣
、
平
一
八
） 

田
島
公
「
中
世
天
皇
家
の
文
庫
・
宝
蔵
の
変
遷―

蔵
書
目
録
の
紹
介
と
収
蔵
品
の
行
方―

」（『
禁
裏
・
公
家

文
庫
研
究 
第
二
輯
』
思
文
閣
、
平
一
八
） 

髙
岸
輝
『
中
世
や
ま
と
絵
史
論
』
第
一
部
第
一
章
（
吉
川
弘
文
館
、
令
二
。
初
出
平
二
二
） 

小
川
剛
生
「
姉
小
路
基
綱
に
つ
い
て―

仮
名
日
記
作
者
と
し
て―

」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要 

文
学
研

究
篇
』
三
一
、
平
一
七
・
二
） 

三
島
暁
子
『
天
皇
・
将
軍
・
地
下
楽
人
の
室
町
音
楽
史
』
第
五
章
四
節
「『
延
徳
御
八
講
記
』
の
役
割―

真

名
記
と
仮
名
記
」（
思
文
閣
出
版
、
平
二
四
。
初
出
平
一
四
） 

佐
多
芳
彦
「『
賀
茂
祭
絵
詞
』
と
そ
の
周
辺
」（『
京
都
産
業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
四
、
平
二
一
・

一
二
） 

赤
木
ひ
と
美
「
四
条
隆
親
に
関
す
る
一
考
察―
『
と
は
ず
が
た
り
』
の
背
景
と
し
て―

」（『
詞
林
』
二
四
、

平
一
〇
・
一
〇
） 

三
角
洋
一
校
注
『
と
は
ず
が
た
り 

た
ま
き
は
る
』〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
５
０
〉（
岩
波
書
店
、
平
六
） 

 
 



論
文
内
容
要
旨 

  

序
章 

 

本
論
文
は
絵
画
・
空
間
と
の
相
関
と
い
う
視
点
か
ら
中
世
和
歌
を
捉
え
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
。
そ
の
た

め
に
和
歌
の
本
質
の
、
ひ
い
て
は
中
世
の
文
化
的
領
域
の
拡
大
の
要
因
と
な
っ
た
「
王
権
」
と
「
宗
教
」
に

注
目
す
る
。
こ
の
二
つ
で
は
、
継
承
さ
れ
る
べ
き
権
威
や
正
統
性
を
可
視
化
す
る
目
的
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
は
主
に
「
絵
巻
の
制
作
」「
御
所
の
創
出
」
に
注
目
し
て
こ
れ
ら
の

可
視
化
の
動
向
に
お
け
る
和
歌
の
介
在
の
様
態
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

 

第
一
部 

絵
巻
『慕
帰
絵
』の
和
歌 

第
一
章 

『慕
帰
絵
』の
制
作
意
図─

─

和
歌
と
絵
の
役
割
に
つ
い
て─

─
 

本
願
寺
三
世
覚
如
の
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
の
死
の
直
後
に
制
作
さ
れ
た
伝
記
絵
巻
『
慕
帰
絵
』（
全

一
〇
巻
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
和
歌
を
検
証
す
る
と
、
四
世
善
如
に
関
連
す
る
詠
歌
が
最
も
多
く
、
当
時
は

ま
だ
稚
児
の
姿
で
あ
っ
た
善
如
は
、
立
場
の
重
要
性
を
示
す
よ
う
に
覚
如
の
側
に
頻
繁
に
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
善
如
が
覚
如
と
直
接
関
わ
る
四
つ
の
場
面
で
は
、
彼
が
祖
父
覚
如
の
後
継
者
で
あ
り
、
深
く
心
が
結
び

つ
く
存
在
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
絵
巻
は
和
歌
と
絵
と
い
う
二
つ
の
表
現
手
段
に
よ
り
、
覚
如

の
後
継
者
の
存
在
を
示
す
意
図
を
持
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。 

第
二
章 

『慕
帰
絵
』の
和
歌─

─

慈
円
詠
と
の
出
会
い─

─
 

愛
息
を
亡
く
し
た
日
野
兼
光
の
元
へ
と
慈
円
が
贈
っ
た
慰
問
の
詠
歌
は
尊
円
親
王
の
編
纂
し
た
慈
円
家

集
『
拾
玉
集
』
に
収
め
ら
れ
た
が
、
後
に
尊
円
親
王
は
そ
の
詠
歌
が
載
る
「
慈
円
和
尚
御
記
」
を
、
同
じ
く

愛
息
を
亡
く
し
た
日
野
資
明
の
元
へ
送
っ
て
い
る
。
覚
如
二
男
従
覚
が
「
家
集
的
」
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
の

父
の
大
量
の
贈
答
歌
群
を
『
慕
帰
絵
』
巻
九
第
三
段
に
収
載
し
た
理
由
は
、
一
門
の
出
自
で
あ
る
日
野
家
の

こ
の
出
来
事
に
触
発
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。 

こ
の
贈
答
歌
群
の
関
連
人
物
を
検
証
す
る
と
、
そ
の
多
く
が
覚
如
の
死
の
前
後
に
亡
く
な
っ
た
人
々
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。『
慕
帰
絵
』
は
一
門
を
支
え
た
人
々
の
記
憶
を
、
世
情
混
乱
の
中
で
急
激
な
世
代
交

代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
子
孫
へ
伝
え
る
役
割
を
も
担
う
絵
巻
で
あ
っ
た
。 

第
三
章 

文
明
年
間
の
『慕
帰
絵
』補
作
に
つ
い
て 

『
慕
帰
絵
』
の
巻
一
・
巻
七
は
足
利
将
軍
の
召
し
上
げ
に
よ
り
紛
失
し
、
文
明
年
間
の
八
世
蓮
如
の
時
に

新
た
に
補
作
さ
れ
て
い
る
。
補
作
以
前
の
詞
書
を
伝
え
る
と
考
え
ら
れ
る
蓮
如
書
写
本
や
本
善
寺
本
な
ど

に
よ
れ
ば
、
も
と
の
巻
七
第
一
段
に
は
勅
撰
集
入
集
を
願
う
覚
如
詠
も
収
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
補
作
に
は
そ
の
一
首
は
な
い
。
こ
れ
は
補
作
時
に
蓮
如
に
よ
っ
て
意
図
的
に
削
除
さ
れ
た
た
め
と
推

測
さ
れ
る
。
覚
如
は
死
後
に
勅
撰
歌
人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
願
い
が
既
に
果
た
さ
れ
た
こ
と
が
こ
の
削
除

の
要
因
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 第
二
部 

和
歌
と
絵
巻
・絵
画
の
相
関 



第
一
章 

『拾
遺
古
徳
伝
絵
』の
和
歌―

―

真
宗
絵
巻
に
お
け
る
法
然
の
日
吉
社
頭
詠―

―
 

法
然
門
下
に
お
け
る
親
鸞
の
位
置
を
明
確
に
す
る
目
的
で
親
鸞
伝
絵
と
と
も
に
制
作
さ
れ
た
と
い
う
真

宗
の
法
然
伝
絵
巻
『
拾
遺
古
徳
伝
』
だ
が
、
他
の
法
然
伝
に
は
な
い
松
山
配
流
の
折
の
詠
歌
場
面
な
ど
、
親

鸞
の
動
向
と
は
無
関
係
な
法
然
の
詠
歌
場
面
が
独
自
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
少
年

時
代
の
法
然
が
出
家
を
目
前
に
日
吉
社
頭
で
行
わ
れ
た
歌
会
で
和
歌
を
詠
む
場
面
で
あ
る
。
そ
の
和
歌
の

表
現
は
本
地
垂
迹
思
想
と
も
受
け
取
れ
る
上
、
画
面
に
は
歌
会
の
光
景
は
描
か
れ
ず
、
日
吉
社
に
参
拝
す
る

法
然
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
祇
不
拝
か
ら
権
社
崇
拝
へ
と
転
換
し
て
い
く
一
四
世
紀
前
半
の

真
宗
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
法
然
像
で
あ
り
、
南
北
朝
期
以
降
の
真
宗
系
法
然
伝
で
踏
襲
さ
れ
る
こ
の
場

面
は
、
次
第
に
明
瞭
な
本
地
垂
迹
思
想
の
表
現
へ
と
変
容
し
て
い
く
。 

第
二
章 

『遊
行
上
人
縁
起
絵
』の
和
歌―

―
白
河
関
の
一
遍
詠―

―
 

時
宗
開
祖
の
一
遍
の
行
状
を
描
い
た
二
つ
の
絵
巻
『
一
遍
聖
絵
』
と
『
遊
行
上
人
縁
起
絵
』
は
、
ど
ち
ら

も
白
河
の
関
で
和
歌
を
関
所
の
柱
に
書
き
つ
け
る
一
遍
を
題
材
と
し
た
場
面
を
持
つ
。
そ
の
場
面
は
白
河

関
で
和
歌
を
詠
ん
だ
西
行
を
想
起
さ
せ
る
が
、
そ
の
意
図
は
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
、
前
者
は
一
遍
が
関
屋
明

神
に
加
護
を
願
っ
た
場
面
、
後
者
は
制
作
者
で
一
遍
死
後
の
教
団
を
担
っ
た
他
阿
真
教
が
一
遍
と
と
も
に

旅
を
し
和
歌
を
詠
じ
た
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
前
者
は
『
西
行
物
語
絵
巻
』
の
白
河
関
の
場
面
と
、
そ

の
前
後
の
雨
宿
り
場
面
、
藤
原
実
方
墓
探
訪
場
面
を
摂
取
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
し
て
後
者
は
正
統
な
歌

人
の
系
譜
に
一
遍
を
連
ね
よ
う
と
い
う
意
図
を
も
持
つ
こ
と
が
、
一
遍
の
端
正
な
容
貌
の
描
写
か
ら
推
測

さ
れ
る
。
そ
れ
は
白
河
関
で
は
歌
人
は
先
人
に
敬
意
を
評
し
て
身
な
り
を
正
す
べ
き
だ
と
い
う
説
話
に
基

づ
い
た
、
歌
人
他
阿
真
教
に
よ
る
表
現
な
の
で
あ
る
。 

第
三
章 

『道
成
寺
縁
起
』の
和
歌 

道
成
寺
の
絵
解
き
に
用
い
ら
れ
て
い
る
絵
巻
『
道
成
寺
縁
起
』
の
内
容
は
、『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
に
同

話
を
収
め
る
が
、
先
行
文
献
と
は
異
な
り
、
僧
へ
の
女
の
執
着
の
念
と
女
の
愛
を
受
け
流
す
僧
の
心
情
が
偽

の
贈
答
歌
と
も
い
う
べ
き
詠
歌
に
よ
っ
て
表
現
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
熊
野
権
現
の
名
の
下
に
女

を
裏
切
る
こ
の
絵
巻
独
自
の
表
現
に
は
、
女
の
蛇
体
へ
の
変
化
を
必
然
の
も
の
と
す
る
効
果
が
あ
る
。 

ま
た
絵
巻
は
逃
げ
る
僧
と
僧
を
追
い
な
が
ら
姿
を
変
じ
て
い
く
女
の
間
に
割
り
込
む
よ
う
に
「
塩
屋
」

（
塩
焼
小
屋
）
を
描
き
込
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
「
塩
屋
の
海
人
」
が
恋
の
苦
し
み
を
連
想
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
詠
歌
表
現
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。 

第
四
章 

世
阿
弥
の
佐
渡
配
流
と
『金
島
書
』 

 

将
軍
の
勘
気
を
蒙
り
佐
渡
へ
流
罪
と
な
っ
た
世
阿
弥
は
、
そ
の
旅
の
過
程
と
佐
渡
で
の
見
聞
を
詞
章
と

し
た
小
謡
集
『
金
島
書
』
を
制
作
し
た
。
こ
こ
で
世
阿
弥
は
都
に
伝
わ
っ
て
い
た
京
極
為
兼
配
流
時
の
奇
瑞

伝
承
の
舞
台
を
佐
渡
の
八
幡
宮
に
設
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
将
軍
足
利
義
教
の
篤
い
八
幡
信
仰
を
意
識

し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。 

『
金
島
書
』
は
古
典
の
引
用
に
よ
っ
て
様
々
な
流
罪
の
古
人
を
連
想
さ
せ
る
が
、
そ
の
端
緒
と
な
る
の
が

瀟
湘
八
景
の
う
ち
の
「
遠
浦
帰
帆
」
の
想
起
と
白
居
易
の
詩
句
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
世
阿
弥
は
自
身
が

謡
の
主
体
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
古
典
の
中
の
水
辺
の
老
翁
像
と
一
体
化
す
る
。
そ
し
て
源
顕
基
の
「
配
所
の

月
」
の
引
用
に
よ
り
、
舞
台
で
か
つ
て
演
じ
た
作
品
の
中
の
流
謫
の
人
々
の
境
遇
に
今
現
実
に
置
か
れ
て
い



る
と
い
う
世
阿
弥
自
身
の
感
慨
を
、
新
た
な
作
品
へ
結
実
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

第
三
部 

和
歌
と
離
宮
・別
業
の
相
関 

第
一
章 

北
山
殿
に
お
け
る
詠
歌
史 

 

西
園
寺
家
が
一
三
世
紀
前
半
に
北
郊
に
造
営
し
た
北
山
殿
に
お
け
る
詠
歌
史
の
様
相
を
、
公
経
・
実
氏
・

実
兼
・
永
福
門
院
鏱
子
・
実
俊
ま
で
の
所
有
期
に
分
け
て
辿
る
。 

北
山
殿
の
造
営
当
初
、
周
辺
に
は
大
規
模
な
桜
の
植
樹
が
行
わ
れ
た
。
公
経
の
死
後
も
実
氏
・
実
兼
期
の

西
園
寺
家
が
天
皇
家
と
強
固
な
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
中
で
、
北
山
殿
は
行
幸
御
幸
の
地
と
な
り
、
次
第
に
北
山

の
桜
は
御
幸
を
迎
え
る
た
め
に
植
え
ら
れ
た
「
み
ゆ
き
を
待
つ
桜
」
と
記
憶
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
詠
歌
表

現
の
中
に
そ
の
記
憶
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
御
幸
の
伝
統
が
途
絶
え
た
後
に
も
、
永
福
門
院
鏱
子
詠

や
日
野
名
子
の
日
記
、
処
刑
さ
れ
た
公
宗
遺
児
の
実
俊
の
詠
進
歌
な
ど
の
中
に
そ
の
記
憶
が
留
ま
っ
て
い

る
。 

第
二
章 

鳥
羽
殿
に
お
け
る
詠
歌
史
（付
・年
表
） 

 

白
河
院
が
一
一
世
紀
末
に
南
郊
に
造
営
し
た
鳥
羽
殿
は
、
院
政
期
の
政
治
と
文
化
の
最
も
重
要
な
舞
台

で
あ
る
。
そ
の
詠
歌
空
間
と
し
て
の
特
質
を
歴
史
・
景
観
・
権
力
関
係
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。 

一
二
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀
初
の
争
乱
に
よ
る
荒
廃
を
経
て
も
、
鳥
羽
殿
は
再
興
さ
れ
て
歴
史
と
権
力

の
象
徴
と
し
て
の
意
義
を
保
持
し
た
。
し
か
し
後
嵯
峨
院
期
の
再
興
の
後
、
両
統
迭
立
期
以
降
の
鳥
羽
殿
は

荒
廃
の
一
途
を
辿
る
。
そ
の
時
に
鳥
羽
殿
が
持
っ
て
い
た
意
義
を
再
び
想
起
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
の

が
和
歌
で
あ
る
。
亀
山
院
は
和
歌
で
亀
山
殿
が
鳥
羽
殿
に
代
わ
る
空
間
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
伏
見
天
皇
は

鳥
羽
殿
へ
の
朝
覲
行
幸
を
行
い
、
白
河
・
堀
河
両
院
以
来
の
正
当
な
鳥
羽
殿
の
所
有
者
の
系
譜
に
あ
る
こ
と

を
和
歌
に
詠
出
し
て
い
る
。 

第
三
章 

亀
山
殿
に
お
け
る
詠
歌
史 

後
嵯
峨
院
が
一
三
世
紀
半
ば
に
西
郊
に
造
営
し
た
亀
山
殿
で
は
、
既
存
の
「
亀
山
の
桜
」
と
い
う
神
仙
思

想
的
な
詠
歌
表
現
を
実
景
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
造
営
当
初
に
吉
野
山
か
ら
運
ば
れ
た

大
量
の
桜
の
植
樹
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
離
宮
に
は
仏
事
空
間
、
女
院
た
ち
の
居
住
空
間
、
眺
望
・
晴
儀

の
空
間
な
ど
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
そ
の
役
割
が
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
和
歌
に
も
影
響
し
て
い
る
。
後
嵯
峨

院
は
亀
山
殿
に
対
す
る
所
有
意
識
を
た
び
た
び
和
歌
に
詠
み
、
こ
こ
で
の
和
歌
は
『
続
古
今
和
歌
集
』
賀
部

の
中
核
と
な
っ
た
。
後
嵯
峨
院
の
廷
臣
の
中
で14

世
紀
ま
で
生
き
た
小
倉
公
雄
は
、
後
嵯
峨
院
の
文
永
二

年
九
月
の
歌
合
の
盛
会
で
の
御
製
歌
を
強
く
記
憶
に
留
め
て
、
こ
の
日
へ
の
懐
旧
の
念
を
晩
年
ま
で
詠
み

続
け
た
。
南
北
朝
期
に
入
っ
て
亀
山
殿
が
離
宮
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
後
に
も
後
嵯
峨
院
期
に
植
樹
さ

れ
た
吉
野
の
桜
の
イ
メ
ー
ジ
は
謡
曲
〈
嵐
山
〉
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

第
四
章 

白
河
殿
に
お
け
る
詠
歌
史 

白
河
殿
は
一
一
世
紀
後
半
に
藤
原
頼
通
か
ら
白
河
院
に
献
上
さ
れ
た
鴨
川
東
の
別
業
を
前
身
と
し
、
一

三
世
紀
後
半
に
亀
山
院
に
よ
っ
て
禅
宗
寺
院
（
南
禅
院
）
に
改
修
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
白
河
に
は
貴
族

た
ち
の
別
業
が
あ
り
、
桜
を
訪
ね
て
人
々
が
散
策
す
る
遊
覧
・
風
流
の
地
で
あ
っ
た
。
院
政
期
の
白
河
で
は

歌
林
苑
と
い
う
新
た
な
文
芸
圏
も
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
白
河
殿
に
は
人
々
が
往
来
す
る
開
放
さ



れ
た
都
市
的
空
間
と
い
う
他
の
離
宮
に
は
な
い
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
こ
の
地
を
舞
台
と
し
た
説
話
や
歌

会
、
詠
歌
表
現
な
ど
に
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
白
河
で
は
川
底
の
砂
の
白
さ
と
川
岸
の
桜
が
詠
ま
れ
る
が
、

こ
の
桜
は
栄
華
の
地
で
あ
り
人
々
で
賑
わ
う
白
河
と
幽
玄
の
地
で
あ
る
吉
野
の
イ
メ
ー
ジ
と
を
結
ぶ
架
橋

と
も
な
っ
て
い
る
。 

 終
章 絵

巻
と
仙
洞
離
宮
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
で
、
中
世
和
歌
と
絵
画
・
空
間
の
相
関
性
を
示
す
。 

後
白
河
院
が
法
住
寺
殿
内
の
蓮
華
王
院
宝
蔵
に
蒐
集
・
秘
蔵
し
た
絵
巻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
権
力
の
象

徴
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
後
鳥
羽
院
の
水
無
瀬
殿
に
つ
い
て
は
四
季
の
風
景
を

御
製
歌
と
と
も
に
描
い
た
絵
巻
が
制
作
さ
れ
、
後
嵯
峨
院
の
亀
山
殿
に
つ
い
て
は
宸
筆
御
八
講
の
法
会
を

描
い
た
絵
巻
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
亀
山
院
は
「
絵
合
」
を
企
図
し
た
が
、
そ
の
た
め
に
調
進
さ
れ
た
の
は
、

亀
山
院
の
威
光
が
父
院
時
代
に
遜
色
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
後
嵯
峨
院
時
代
の
行
事
を
描
い
た
絵
巻
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
絵
巻
を
保
管
す
る
離
宮
か
ら
離
宮
を
記
録
す
る
絵
巻
へ
と
い
う
関
係
の
変
化
が
見
え

る
。 絵

巻
に
は
あ
る
時
空
の
記
憶
を
留
め
、
保
管
し
、
再
び
放
つ
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
力
を
発

揮
す
る
の
が
舞
台
と
し
て
の
離
宮
で
あ
り
登
場
人
物
の
肉
声
と
し
て
の
和
歌
で
あ
っ
た
。 

 


